
富山県警察性犯罪捜査員運用要綱の制定について（例規通達） 
 

 性犯罪は、他の犯罪に比べ、被害者に多大な精神的被害を与えるなど、極め

て悪質な犯罪であるため、この種事件の捜査過程における被害者への適切な対

応に努め、精神的被害の緩和を図る必要がある。 
 県警察としては性犯罪被害者の事情聴取等に適性を有する警察官を性犯罪捜

査員に任命し、その一元的な管理及び運用を図るため、別添のとおり「富山県

警察性犯罪捜査員運用要綱」を制定し、令和元年 11 月１日から施行することと

したので、適正かつ効果的な運用に努められたい。 
別添 
   富山県警察性犯罪捜査員運用要綱 
第１ 目的 
  この要綱は、性犯罪（刑法上の強制性交等、強制わいせつ等の性的欲求等

に基づく身体犯をいう。以下同じ。）被害者からの事情聴取等を適切に行うこ

とにより、被害の潜在化の防止及び被害者の精神的負担の軽減を図るため、

性犯罪被害者の接遇等に適性を有する警察官の管理及び運用に必要な事項を

定め、もって性犯罪捜査の適性かつ強力な推進を図ることを目的とする。 
第２ 定義 
  富山県警察性犯罪捜査員（以下「性犯罪捜査員」という。）とは、性犯罪被

害者（以下「被害者」という。）の事情聴取等を行うため、警察本部長（以下

「本部長」という。）が任命したものをいう。 
第３ 性犯罪捜査員の任務 
  性犯罪捜査員の任務は次のとおりとする。 

(1)  被害者の事情聴取に際し、捜査幹部の指揮を受けて自らこれを行うほ

か、性犯罪捜査員以外の警察官が事情聴取を行う場合においても、その

補助を行うこと。 
(2)  被害者の診察においては、付き添いを行い、医師への説明、証拠資料

採取等の適正な取扱いを実施すること。 
(3)  被害者の精神的被害を軽減するため、被害者からの相談等に応ずると

ともに、適切な助言等を行うこと。 
(4) その他事件の特性にかんがみ、必要と認められる捜査の補助を行うこ

と。 
第４ 性犯罪捜査員の任命 
  本部長は、次表に掲げる基準により、被害者の接遇等に適性を有する警察

官を、性犯罪捜査員に任命するものとする。 

対 象 所 属 人 数 

警察本部 

生活安全部少年女性安全課（子供・女性

安全対策室） 
現員 

地域部地域企画課（鉄道警察隊） 現員 

刑事部捜査第一課 現員 

警 察 署 

富山中央警察署及び高岡警察署 男女各３名以上 

富山南警察署、富山西警察署及び射水警

察署 

男女各２名以上 

上記以外の警察署 男女各１名以上 



第５ 性犯罪捜査員の派遣 

 １ 性犯罪捜査員の派遣要請 
   警察署長は、自署の性犯罪捜査員だけでは被害者への対応が不十分であ

ると判断するときは、刑事部長に性犯罪捜査員の派遣を要請することがで

きる。 
 ２ 性犯罪捜査員の派遣 
   刑事部長は、性犯罪捜査員の派遣要請を受けたときは、事案内容を検討

のうえ、性犯罪捜査員を選定し、その所属の長に、派遣先及び派遣期間を

明示して派遣を指示するものとする。 
 ３ 性犯罪捜査員の指揮 
   性犯罪捜査員の派遣を受けた警察署長は、当該性犯罪捜査員を指揮する

ものとする。 
第６ 派遣期間 
  性犯罪捜査員の派遣期間は、原則として７日以内とする。ただし、刑事部 
長は、捜査の進捗状況等により、その期間を延長することができる。 

第７ 教養及び訓練 
  刑事部捜査第一課長は、性犯罪捜査員に対し、定期的又は随時に必要な教

養及び訓練を行うものとする。 
第８ 庶務 
  性犯罪捜査員の運用に関する事務は、刑事部捜査第一課において行うもの

とする。 


